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1.はじめに 

接続表現は談話の上で重要な役割を果たしている。話し手は接続表現によっ

て、自分の意見をわかりやすく説明し、聞き手はそれによって、次の来る言葉

を推測できるからである。 

そこで、本文は以下の 2 点を明らかにすることを目的に、大学院生のゼミに

おける接続表現の実態の調査·分析を行うことにしたい。 

（1）大学院のゼミに身分ごとにどんな接続表現が用いられるのか。 

（2）大学院のゼミにおける接続表現はどんな特徴があるのか。 

普通留学生は自分の国で日本語その言葉だけを勉強し、ゼミで論文を発表す

るチャンスがほとんどない。だから、日本の大学院に入って、ゼミでどのよう

にはっきりと意見を発表したり、発表者と議論したりするのか大変悩んでいる。

以上の 2 点が明らかになれば、留学生のゼミ参加に役立てるのではないかと思

う。 

2.先行研究と本研究の位置づけ 

接続表現の基本文献としては、石黒圭（2008）、石黒圭（2010）が挙げられ

る。 

石黒圭（2008）はだいたい「接続詞全体の役割、四種十類の接続詞のそれぞ

れの意味と機能、接続詞の使用上の注意点」という三つの内容が書かれている

が、接続詞を一つ一つ深く分析し、接続詞の持つ多様な側面を把握する研究と

して価値が高いものである。 

石黒圭（2010）は 11 講義における接続表現を調べた研究である。結論とし

て、①「接続表現の総文数に対する出現頻度は 36.9％で、かなりの高率で出

現している」、②「「で」「それから」「そして」といった順接型、添加型が一番

多い」、③「大話段を開始·終了するのに「では」などが多く使われ、小話段の

開始は「で」や「それから」「そして」で、終了は「だから」「ということで」

や「つまり」などで表示されることが多い」、④講義の重要情報を表示する接

続表現には、「だから」、「ということで」、「つまり」、「たとえば」、「ところが」、

「では」、「ただ」の類がある」という四つのポイントを挙げている。特に興味

深いのは④で、重要情報の表示に役立てる接続表現を指摘している。 

しかし、大学院のゼミの談話を対象に、身分ごとに接続表現の特徴を分析す

るという観点から扱った研究はない。そこで、私は身分ごとにどんな接続表現

が用いられるのか、ゼミの談話における接続表現はどんな特徴があるのかにつ

いて分析することにしたい。 

3.研究の資料と分析の方法 

研究の資料は 2015 年 9 月に、神奈川県の三浦半島のホテルで行われた都内

の大学院の某ゼミナールの 40 分程度の談話二つを文字化したものである。そ

の文字化データから接続表現の観点からデータを抽出し、分析を行った。 

4.分析の結果 

 全体からみると、順接型の「で」、同列型の「例えば」、添加型の「あとは」

「まず」、逆接の「でも」が一番多く使われ、ゼミの接続表現は順接基調であ

るといえるだろう。石黒圭（2010：143）は講義の接続表現が順接基調である



と指摘している。その表を引用して、講義の接続表現と比べてみると、接続表

現の出現傾向が変わらないという見方もできそうである。例えば、具体的な接

続表現を除いて、1位から 4位まで、順接型、同列型、添加型の接続表現が一

番多く使われている。順接型の「で」はゼミの接続表現でも、講義の接続表現

でも 1位であり、逆接型の「でも」はゼミの 5位で、講義の 7位で、ほぼ対応

している。 

表 1大学院のゼミの接続表現 

 接続表現 数量 類型 

1 で 14 順接型 

2 例えば 12 同列型 

3 あとは 10 添加型 

4 まず 8 添加型 

5 でも 7 逆接型 

6 ていうのは 3 補足型 

7 ですから 2 順接型 

8 そして 2 添加型 

9 つまり 2 同列型 

表 2講義の接続表現 

 接続表現 数量 類型 

1 で 1108 順接型 

2 それから 251 添加型 

3 そ（う）して 146 添加型 

4 つまり 99 同列型 

5 だから 80 順接型 

6 んで 53 順接型 

7 でも 51 逆接型 

8 ところが 49 逆接型 

9 ですから 48 順接型 

大学院のゼミには普通発表者、質問者、先生からなっている。発表者は自分

の論文を発表して、質問者はそれについて、コメントして、先生はまとめる。

身分ごとに果たした役割が違うから、接続表現の使用も違っている。 

表 3 先生の使った接続表現 

 接続表現 数量 類型 

1 で 6 順接型 

2 例えば 1 同列型 

2 でも 1 逆接型 

2 つまり 1 同列型 

2 ですから 1 順接型 

2 ということで 1 順接型 

2 そうすると 1 順接型 

表 4 発表者の使った接続表現 

 接続表現 数量 類型 

1 あとは 9 添加型 

2 まず 4 添加型 

2 でも 4 逆接型 

4 で 2 順接型 

4 そして 2 添加型 

6 例えば 1 同列型 

6 ていうのは 1 補足型 

6 それで 1 順接型 

6 つまり 1 同列型 

6 つぎに 1 添加型 

表 5 質問者の使った接続表現 

 接続表現 数量 類型 

1 例えば 10 同列型 

2 まず 4 添加型 

3 で 6 順接型 

4 でも 2 逆接型 

4 ていうのは 2 補足型 

6 ですから 1 順接型 

6 なので 1 順接型 

6 ちなみに 1 添加型 

6 あとは 1 添加型 

 

 先生は独話みたいで、一人で長く話し続けられるから、話の本線の継続を示



す「で」、「そうすると」が一番多く使われる。また、今までの発表をまとめる

役割を果たすから、「つまり」「ですから」「ということで」という結論を表す

接続表現も多く使われる。 

発表者は質問者の質問に答える時、「まず」「つぎに」「あとは」を使って、

いくつかの理由を説明する。だから、順序を表す接続表現が一番多く使われて

いる。「でも」は逆接を表す接続表現だが、発表者の使った「でも」は相手の

意見を反対するのではなく、自分の迷っている所を指摘するという特徴がある。

つまり、質問者の指摘した問題を認めたうえで、解決案が分からなくて、迷っ

ているときに使う。 

 質問者は発表者の論文の問題点を指摘する役割を果たすから、具体的な問題

点は「例えば」で示す。また、コメントするとき、発表者が常に相槌するから、

また、さっきの話を続ける場合、「で」がよく使われている。問題点が一つで

はないとき、「まず」「ちなみに」「あと」の順序を表す接続表現もよく使われ

ている。 

 したがって、ゼミの接続表現の特徴としては、順接基調で、身分によって使

われる接続表現が違うという 2点が挙げられる。 
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